
子どもの生きる力を育む 学校の教育力を高める 学びの気運を育む

（１）子育て支援の推進 （１）学校マネジメントサイクルの確立 （１）生涯学習の推進

○子育て支援センターを核とした保育サービスの充実 ○｢ニセコ町学校評価ガイドライン｣に基づく学校改善、教育の質の向上 ○町民アンケート調査による｢第５期社会教育中期計画｣の成果の検証

○子育てに関する情報の提供（『子育てマップ改訂版』の発行） ○学校評価の重点目標の共通化、成果と課題の共有と対応策の検討 ○｢あそぶっく｣、学校、地域の連携による読書環境の充実

○子育てに関するボランティア活動の発掘 （２）開かれた学校、ふるさと教育の推進 ○蘭越町、真狩村との読書の広域連携の充実

（２）就学前教育の推進 ○保護者及びＰＴＡ、学校評議員との連携、活動の充実 ○ヘリコプター体験搭乗による郷土学習、他県交流都市との児童生徒の訪

○幼児一人一人の特性に応じた指導計画の工夫と改善 ○学校便りやブログ、ラジオニセコを通じた学校情報の発信 問及び受入事業の推進

○幼小連携の充実（小学校教職員との情報交換、幼児児童の交流活動） ○授業公開や地域と連携した学校行事運営、ふるさと教育の推進 ○ジュニアリーダーコースへの参加、海外短期留学事業の継続実施

○｢英語で遊ぼう｣等によるコミュニケーション能力の育成 ○遊びや体験活動を重視した｢放課後子ども教室｣の開催

○安全・安心・快適な保育環境向上のための対策の検討 ○高島市マキノ地区との人的交流及び交流組織への支援

（３）健康・人権教育の推進 ○趣味や教養の幅を広げる｢寿大学｣の開催

○望ましい生活習慣に関する指導、心身の健康保持増進を図る指導、発達 （２）生涯スポーツ活動の振興

段階に応じた性教育や薬物乱用防止に関する指導 ○ニセコ町校長会教職員研修事業を活用した研修機会の確保、積極的な自 ○町民の健康増進を図る全町スポーツ行事、ラジオ体操、歩こう会等の実施

○歯・口腔の健康づくりの推進（幼児Ｃにおけるフッ化物洗口の実施） 主研鑽への取組 ○体力と技術の向上を図る小１水泳及びスキー教室の開催

○地域の歴史、文化、自然、人に学ぶ活動や体験の推進 ○指導力向上に向けた授業公開の実施及び研修・研究の充実 ○日ハム、コンサドーレとの連携による野球教室、サッカー教室の開催

（４）学校給食 ○後志教育研究会、第２ブロック研究会、ニセコ町教育研究会等の研究活 ○｢ニセコマラソンフェスティバル｣運営の支援・協力

○地場産品の活用及び施設の衛生管理等、安全・安心な給食の提供 動への参加促進 ○町営プール再整備基本構想の策定及びサッカー場等再整備への取組

○望ましい食習慣の定着等、栄養教諭による食育指導の推進

○保護者の負担軽減を考慮した公費負担による給食費値上げ抑制の継続、消

費税引き上げ分のみの給食費負担増

○放射性物質検査器による放射能の定期検査の実施及び公表

（１）地域の特色を活かした教育の推進 ○子どもの芸術鑑賞及び文化発表機会の提供

○地域の教育資源を活かした教育の充実及び個性豊かで地域(ニセコ)を愛 ○音楽鑑賞など町民が芸術に触れる機会づくりの推進

する子どもの育成 ○有島記念館における企画展、音楽会の開催、若手アーティストへの支援

○子どものより良い生活習慣の形成を目指した家庭教育学級の設置 ○子どもの地域活動への参加促進、地域による学校支援、子ども議会活動 ○有島武郎資料の収集及び記念館運営の充実

○地域人材を活用した生き方(キャリア)教育の推進 の取組の充実 ○新しい審査員体制による第26回有島武郎青少年公募絵画展の開催

○スクールカウンセラーの効果的な活用と教育相談の充実 ○教育委員会運営の一層の充実～教育委員による定期学校訪問（年３回）及 ○文化財の保護、ふるさと意識の醸成、文化芸術施設の充実

び学校行事への参加、教育委員会事務の適切な外部評価の実施

（２）安全教育の推進

○通学路の点検及び安全指導の推進、交通安全教室や防犯教室の実施、｢子

（１）教育課程の編成と実施 ども110番の家｣の運用

○学習指導要領を踏まえた適切な教育課程の編成と実施 ○各学校における危機管理体制の確保（防災対策等） ○ＡＬＴの有効活用による幼児から高校生までの外国語指導の充実

○多様な指導方法の積極的導入及び｢楽しい｣｢分かる｣授業の構築 ○いじめや不登校等への早期対応、ネットトラブルから子どもを守る取組の推進 ○関係機関の協力による国内外交流事業の促進

○全国学力・学習状況調査等の結果を活用した指導方法の工夫改善 ○｢ニセコ町いじめ防止基本方針｣の策定及びいじめを生まない教育土壌の

○小規模校の特色を生かした複式教育の推進と充実 醸成

（２）高等学校教育の推進 （３）学校施設設備の整備維持

○｢グリーンライフ｣科を柱にした教育課程の編成と実施 ○ニセコ高等学校屋内体育館の耐震診断の実施及び再整備に係る検討

○学校圃場、地熱ハウスの活用による野菜や花を育てる知識と技能の習得 ○ニセコ高等学校寄宿舎トイレの環境向上工事等、各種維持修繕工事

○ホスピタリティを念頭にした観光ビジネスに関する知識と技能の習得 ○各学校備品類の整備及び充実

○YTLホテルズとの連携協定に基づく長期研修等の実施と産業人の育成 ○教職員住宅の維持管理、計画的な営繕推進

○６次産業化に対応した教育及び今後の学校振興策のあり方についての検討 ○スクールバスの適切な運行、管理車両の点検修繕

（３）特別支援教育の推進

○特別支援に係る協議・連携の機能強化を図る｢教育支援委員会｣の設置

○特別支援教育の充実を図る学習活動補助制度の新設

（４）読書活動の推進

○｢読書活動推進計画｣に基づく読書活動の推進及びあそぶっくとの連携

○学校図書室支援員の新設及び図書環境の整備、有効活用等への支援

平成２６年３月 ニセコ町教育委員会

平成２６年度ニセコ町教育行政執行方針（概要）
日本国憲法、教育基本法

北海道教育ビジョン

後志教育推進の重点

地域、児童生徒の実態

ニセコ町教育目標

ニセコ町教育理念

ニセコ町教育振興基本計画（平成25～34年度）

★(基本方向１) 子どもに身につけさせたい力

社会性やｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力を高め、他者とともにたくましく生きる力。

★(基本方向２) 学校教育で目指すこと

教職員の豊かな感覚や資質能力の向上を図り、研修・研究活動の充実と

教育環境の整備を推進する。

★(基本方向３) 地域全体で目指すこと

社会教育とスポーツの振興、文化・芸術活動の活発化を図り、町民全体

で協力し、学びの場や機会をつくり、生涯学習社会の実現を目指す。


